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家庭用簡易物干しの認定基準及び基準確認方法 

 

１.基準の目的 

この基準は、家庭用簡易物干しの安全性品質及び使用者が誤った使用をしないための必要事項を

定め、一般消費者の身体に対する危害防止及び生命の安全を図ることを目的とする。 

 

２.適用範囲 

この基準は、家庭の洗雇物を干すために使用する簡易物干し(以下、「物干し」という。) につい

て適用する。ただし、コンクリート台等を有する屋外用の自立式のもの、施工を要する固定式の

もの、窓ゃべランダ等にねじなとで固定するもの及び布団を干すためのものは除く。 

備考;この基準の中で{ }を付けて示してある単位及び数値は、従来単位によるものであって規格

値形式分類 

 

３.型式分類 

物干しの形式は次のとおりとする。 

Ⅰ形ー吊下式：物干しざお、ロープ等に吊り下けるもの。 

Ⅱ形ー自立式：スタンド等によって自立するもの。 

Ⅲ形ー引掛式：バルコニーまたはべランダの手すり等に引っ掛けるもの。 

 

４.安全性品質 

物干しの安全性品質は、次のとおりとする。 

項目 認定基準 基準確認方法 

1.外観及び 

構造 

 

 

１.物干しの外観及び構造は、次の

とおりとする。 

(1) 仕上げは良好で、手指等が触 

れる部分には傷害を与えるよ

うなばり、とがりがないこ

と。 

(2) 外部に現れるポルト・ナット 

等の先端は著しく突出してい

ないこと。 

(3) 物干しは、簡単な組立・操作

によって使用状態に保持でき

ること。 

(4) ピンチを有するものにあって

は、ビンチは操作しやすい構

造であり、その開閉は容易で

あること。 

 

 

 



 

項目 認定基準 基準確認方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.強度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 高さの調節機構を有するも の

にあっては、確実に固定で

き、かっ、容易に外れない止

め具が取り付けられているこ

と。 

(6) 開閉・折り畳み機構を有する

ものにあっては、確実に開

閉・折り畳みができる構造で

あること。 

(7) 折り畳み等の可動部分には、

危険性がないこと。 

(8) Ⅱ形のものにあっては、接地

部が安定、すべり防止のた

め、使用中容易に外れない端

具等で保護されていること。 

 

２.物干しの強度は、次のとおりと

する。 

(1) アームに〇N{〇kgf}の荷重を

加えたとき、破損、外れ及び

使用上支障のある変形がない

こと。 

 

 

 

 



 

 

項目 認定基準 基準確認方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) アームと本体との取付け部に

〇N{〇kgf}の荷重を加えたと

き、破損、外れ及び使用上支

障のある変形がないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) ビンチ付きのものにあって 

は、ビンチの取付け部に〇

N{〇kgf}の荷重を加えたと

き、破損、外れ及び使用上支

障のある変形がないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 認定基準 基準確認方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) フックが取り付けられている

ものにあってはフックに対し

て鉛直方向に〇N{〇kgf}の荷

重を加えたとき、破損、外れ

及び使用上支障のある変形が

ないこと。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) Ⅱ形にあっては、スタンド等

に〇N{〇kgf}の荷重を加えた

とき、破損、外れ及び使用上

支障のある変形がないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 認定基準 基準確認方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.耐衝撃性 

 

(6) Ⅲ形にあっては、掛け具に〇

N{〇kgf}の荷重を加えたと

き、破損、外れ及び使用上支

障のある変形がないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.物干しの耐衝撃性は、次の通り

とする。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.定ひずみ

環境応力

き裂性 

 

 

 

 

 

 

 

(1) I 形及びⅢ形にあっては、高

〇mの位置からコンクリ自由

落下させたとき、破損、外れ

及び使用上支障のある変形が

ないこと。 

(2) Ⅱ形にあっては、任意の方向

に自然に倒したとき、破損、

外れ及び使用上支障のある変

形がないこと。 

 

４.成樹脂製のビンチは、定ひずみ

環境応力き裂試験を行ったと

き、ひび割れ、破損、外れ及び

使用上支障のある変形がないこ

と。 

 

 

 

項目 認定基準 基準確認方法 

 

 

 

 

 

 

 

5.安定性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５.Ⅱ形のものにあっては、前後左

右を〇度に傾斜させたとき、転

倒しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 



 

 

 

 

6.材料 

 

 

 

 

7.付属品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６.耐食材料以外の金属材料で、さ

びの出るおそれのあるところに

は、防せい処理が施されている

こと。 

 

７.付属品は、使用上の安全性を損

なわないものであること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５.表示及び取扱説明書 

物干しの表示及び取扱説明書は、次のとおりとする。 

項目 認定基準 基準確認方法 

 1.表示 

 

 

 

 

 

 

 

2.取扱説明書 

１.製品には、容易に消えない方

法で次の事項を表示するこ

と。 

(1) 申請者(製造業者、輸入業者

等) の名称又はその略号。 

(2) 製造年月若しくは輸入年月又

はその略号。 

 

２.製品には次に示す趣旨の取扱

上の注意事項を明示した取扱説

明書を添付すること。ただし、

その製品に該当しない注意事項

については明示しなくてもよ

い。 

(1) 取扱説明書は必ず読み、読ん

だあと保管すること。ただ

し、以下の該当する各項を製

品に容易に消えない方法によ

り表示してあるものにあって

は、本項を省略してもよい。 

(2) 使用上の注意 

 (a)使用前に製品各部を点検した

後使用すること。異状がある

場合は使用しないこと。 

 (b)洗濯物は、バランスよく千す

こと。 

 (c)屋外の使用に際して、強風の

ときは室内に取り入れるこ

と。 

(3) 使用後及び保管方法について

の注意 

(4) 製造業者、輸入業者又は販売

業者の名称、住所及びその電

話番号。 

１.目視及び触感により確認すること。 

 

 

 

 

 

 

 

２.専門用語等が使用されず、使用者が

容易に理解できるものであるかを確

認すること。 

 

 

 

 

 

 

 



 

参考付図 
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